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全
国
有
数
の

農
業
産
出
額
を
誇
る
都
城

　

本
市
の
農
業
は
、
肉
用
牛
や
豚
、
ブ

ロ
イ
ラ
ー
な
ど
を
中
心
に
、
畜
産
が
農

業
産
出
額
の
約
８
割
を
占
め
て
い
る
こ

と
が
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、
古
く
か
ら
お
茶
や
焼
酎
用
原

料
カ
ン
シ
ョ
、
里
芋
な
ど
の
栽
培
が
盛

ん
で
あ
る
と
と
も
に
、
近
年
で
は
、
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど
の
業
務
用
野
菜
や

キ
ュ
ウ
リ
な
ど
の
施
設
野
菜
、
花
の
栽

培
な
ど
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
全
国
で
も

有
数
の
農
業
産
出
額
を
誇
り
ま
す
。

都
城
の
現
状

　

５
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
国
の
調
査

「
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
に
よ
る
と
、

農
家
戸
数
は
、９
、８
２
７
戸（
17
年
度
）

か
ら
８
、６
０
４
戸
（
22
年
度
）
と
な
っ

て
い
て
１
、２
２
３
戸
（
14
・
２
㌫
）

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

耕
地
面
積
に
つ
い
て
は
１
３
、３
９
７

㌶
か
ら
１
３
、１
０
０
㌶
と
な
っ
て
い

て
、
２
９
７
㌶
（
２
・
26
㌫
）
減
少
し

て
い
ま
す
。

 　

ま
た
、
農
業
従
事
者
の
平
均
年
齢
に

つ
い
て
は
、
64
・
５
歳
（
17
年
度
）
か

ら
65
・
３
歳（
22
年
度
）と
な
っ
て
い
て
、

確
実
に
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
こ
こ
数
年
続
い
て
い

る
各
種
燃
料
や
家
畜
飼
料
、
農
業
用
資

材
な
ど
の
価
格
高
騰
な
ど
の
影
響
か

ら
、
農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
変
厳

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

農
家
へ
の
経
営
支
援

　

市
で
は
、
こ
の
よ
う
に
農
業
が
お
か

れ
て
い
る
厳
し
い
状
況
に
対
応
す
る
た

め
、
平
成
24
年
度
に
「
人
・
農
地
プ
ラ

ン
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ

た
、
新
た
に
農
業
へ
の
参
入
を
目
指
す

人
（
新
規
就
農
者
）
や
、
中
核
的
な
農

業
の
担
い
手
と
し
て
市
か
ら
認
定
を
受

け
た
農
家
（
認
定
農
業
者
）、
共
同
で

作
業
を
行
う
組
織
な
ど
に
対
し
て
、
関

係
機
関
と
連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
経
営

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

日
の
都
城
の

農
業
を
考
え
る

明
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●
新
規
就
農
者
へ
の
支
援

　

高
齢
化
が
進
み
、
担
い
手
が
減
少
す

る
中
、
力
強
い
農
業
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
新
規
就
農
者
を
増
や
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
農
業
を
始
め
る
に
当
た
っ

て
は
、
多
額
の
資
金
を
必
要
と
す
る
一

方
で
、
計
画
通
り
の
収
入
が
得
ら
れ
な

い
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
就
農
時
の
不
安
を
解
消
す
る
目
的

で
、「
青
年
就
農
給
付
金
」
な
ど
を
給

付
し
、
新
た
に
農
業
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

●
認
定
農
業
者
へ
の
支
援

　

平
成
25
年
３
月
現
在
、
１
、０
９
７

経
営
体
が
認
定
農
業
者
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
認
定
農
業
者
に
対

し
て
は
、
銀
行
な
ど
の
融
資
機
関
が
貸

し
付
け
る
「
農
業
制
度
資
金
」
の
貸
し

付
け
や
、
機
械
施
設
導
入
助
成
な
ど
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
農
作
業
を
共
同
で
行
う
組
織
や

　

法
人
な
ど
へ
の
支
援

　

現
在
、
市
内
に
は
集
落
内
の
農
家
が

農
地
の
利
用
や
作
業
を
共
同
で
行
う
、

集
落
営
農
組
織
が
35
団
体
組
織
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
作
業
効
率
を
上
げ
る

た
め
、
分
散
す
る
農
地
を
集
め
て
営
農

を
行
う
農
業
生
産
法
人
が
７
団
体
あ
り

ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
組
織
や
団
体
に

対
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
を
行
い
、
担
い
手
の
育
成
と

確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。

●
そ
の
他
の
支
援

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
農
業
法
人
な
ど
が

新
規
就
農
者
を
雇
用
し
て
、
栽
培
技
術

や
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の
研
修
を
行
う

場
合
に
給
付
金
を
給
付
し
た
り
、「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
で
位
置
付
け
ら
れ
た
担

い
手
に
農
地
を
貸
し
出
す
所
有
者
に
対

し
て
、
協
力
金
を
支
払
っ
た
り
な
ど
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

畑
地
か
ん
が
い
事
業
の
推
進

　

昭
和
42
年
の
大
干
ば
つ
で
、
都
城
地

域
の
農
業
は
大
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
教
訓
に
、
必
要
な
と
き
に
必

要
な
量
の
水
を
安
定
し
て
確
保
で
き
る

体
制
を
目
指
し
て
、
国
と
地
方
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
畑

地
か
ん
が
い
事
業
で
す
。

●
事
業
の
進
み
具
合

　

都
城
地
域
で
は
、昭
和
62
年
度
か
ら
、

ダ
ム
な
ど
の
主
要
施
設
の
工
事
が
始
ま

り
、
平
成
22
年
度
に
は
国
営
事
業
分
が

完
了
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
県
が
行
う
畑
に
送
水
す
る

た
め
の
施
設
の
工
事
が
、
市
内
お
よ
び

三
股
町
内
の
12

地
区
で
実
施
さ

れ
て
い
て
、
完
了

し
た
地
区
は
６

地
区
と
な
っ
て

い
ま
す
。

●
畑
地
か
ん
が
い
営
農
の
メ
リ
ッ
ト

　

必
要
な
と
き
に

必
要
な
量
の
水
を

作
物
に
与
え
る
こ

と
で
、
干
ば
つ
の

被
害
を
最
小
限
に

す
る
こ
と
が
、
畑

地
か
ん
が
い
営
農

の
メ
リ
ッ
ト
の
一

つ
で
す
。
加
え
て
、
水
を
噴
霧
す
る
こ

と
で
、
肥
料
の
効
果
を
高
め
、
冬
場
の

霜
の
被
害
を
防
い
で
く
れ
ま
す
。

●
畜
産
用
水
へ
の
利
用

　

畑
地
か
ん
が
い
用
水
は
、
今
年
１
月

か
ら
畜
産
用
水
（
飲
用
水
、
畜
舎
の
冷

却
、
畜
舎
お
よ
び
機
械
洗
浄
）
に
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

利
用
す
る
た
め
に
必
要
な
工
事
に
か

か
る
費
用
な
ど
は
自
己
負
担
と
な
り
ま

す
が
、
使
用
料
が
上
水
道
の
３
分
の
１

程
度
と
安
価
な
こ
と
か
ら
、
畜
産
農
家

の
負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

都城の農業のこれまでとこれから特 集

　現在、県や都城盆地土地改良
区の協力の下、畑地かんがい施
設を利用したカンショの栽培試
験に取り組んでいます。畑かん
は、雨の少ない時期に、安定し
て散水できることから干ばつの
被害を軽減できるだけでなく、
農作業の軽減にもつながります。
今回の試験を通して得られる成
果を、地域に合った農業の確立
につなげていきたいです。

　集落営農法人を設立して、10
年目を迎えました。私の集落で
は、法人が農業をやめた人など
から農地を預かることで、耕作
放棄地は見られません。加えて、
計画的な農作物の栽培管理を行
い生産性を高めるとともに、新
たな雇用の場を創出しています。
今後は、安定した給料を支払う
ことで若い世代の雇用にもつな
げていきたいです。

Agri Painters
つくしんぼ

高橋　武美さん
（今町）

夢ファームたろぼう
代表理事組合長
中島　利治さん
（太郎坊町）
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都
城
の
畜
産
の
現
状

　

本
市
の
畜
産
は
、
市
全
体
の
農
業
生

産
額
の
約
８
割
を
占
め
て
い
て
、
地
域

経
済
を
支
え
る
重
要
な
産
業
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
家
畜
の
種
類
に
よ
っ
て
は

「
収
入
が
安
定
し
な
い
」「
後
継
者
が
い

な
い
」「
高
齢
の
た
め
農
業
を
や
め
た

い
」
な
ど
の
理
由
か
ら
、
農
家
数
や
飼

養
頭
羽
数
が
減
少
し
て
い
て
、
農
家
が

経
営
を
維
持
・
継
続
し
、
生
産
性
を
高

め
る
た
め
の
支
援
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

農
家
の
経
営
支
援

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
市
で
は
県

や
Ｊ
Ａ
な
ど
関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ

て
、
地
域
の
基
幹
産
業
を
守
る
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
飼
養
頭
数
の
維
持
・
拡
大
の
た
め
の
支
援

　

経
営
の
体
質
強
化
を
図
る
た
め
、
優

良
な
肉
用
牛
や
乳
用
牛
、
豚
、
馬
の
品

種
の
導
入
お
よ
び
、
増
頭
に
取
り
組
む

意
欲
の
あ
る
農
家
に
対
し
、
助
成
や
資

金
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

●
飼
料
作
物
の
栽
培
と
利
用
の
推
進

　

こ
こ
数
年
、
輸
入
飼
料
の
価
格
は
高

止
ま
り
で
推
移
し
て
い
て
、
畜
産
農
家

の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
国
産
飼
料
の
生
産

と
利
用
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
飼
料
を

生
産
す
る
組
織
や
、
収
穫
な
ど
の
作
業

を
請
け
負
う
組
織
の
育
成
に
加
え
、
そ

の
活
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

大
切
な
家
畜
を
守
る
た
め

　

本
市
で
も
発
生
し
た
口
蹄
疫
や
、
発

生
が
懸
念
さ
れ
る
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
、「
家
畜
防

疫
日
本
一
の
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、
畜

産
農
家
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
の

下
、
毎
月
10
日
・
20
日
・
30
日
を
「
都

城
地
域
一
斉
消
毒
の
日
」
と
し
て
防
疫

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
一
の
畜
産
の
ま
ち

を
目
指
し
ま
す

日
品
質
・
生
産
量
と
も
に

品
質
・
生
産
量
と
も
に

畜産農家戸数と飼養頭羽数の推移 （単位：戸、頭、羽）

年度 肉用牛
（生産）

肉用牛
（肥育） 乳用牛 豚 ブロイラー

18
2,480 162 194 192 143
26,258 23,140 8,648 353,469 7,712,000

21
2,145 156 162 184 147
25,160 21,765 7,907 398,804 7,187,000

24
1,715 172 147 132 117
23,395 26,995 7,882 401,000 7,206,000

上段：農家戸数、下段：飼養頭羽数
畜産課調べ

畜産のまち都城の現状と、５年に１度開催される全国和牛能力共進会に向けた畜産のまち都城の現状と、５年に１度開催される全国和牛能力共進会に向けた
取り組みを特集します。取り組みを特集します。
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全
国
和
牛
能
力
共
進
会
に
向
け
て

　

５
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
全
国
和
牛

能
力
共
進
会
（
全
共
）。
こ
の
全
共
で

昨
年
、
本
県
代
表
が
複
数
の
部
門
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成
29
年
に
宮
城
県
で
開

催
さ
れ
る
全
共
に
向
け
た
取
り
組
み

と
、
優
秀
な
都
城
牛
を
生
み
出
す
た
め

に
実
施
す
る
「
新
規
種し
ゅ
ゆ
う
ぎ
ゅ
う

雄
牛
」
の
早
期

選
定
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
や
農
家
、
行
政
で
構
成
す
る
和

牛
共
進
会
出
品
対
策
協
議
会
を
設
立

し
、
全
共
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
や
、

出
品
さ
れ
る
牛
の
父
親
と
な
る
種
雄
牛

に
つ
い
て
協
議
す
る
と
と
も
に
、
定
期

的
に
研
修
や
実
習
を
行
い
、
関
係
者
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

　

全
共
出
品
に
意
欲
的
な
農
家
や
優
秀

な
繁
殖
雌
牛
を
所
有
す
る
農
家
を
巡
回

し
、
飼
養
管
理
な
ど
を
指
導
し
ま
す
。

　

地
元
産
の
新
規
種
雄
牛
の
持
つ
発
育

の
特
徴
や
、
肉
質
な
ど
の
優
れ
た
遺
伝

的
能
力
を
早
期
に
確
認
す
る
た
め
、
こ

れ
ら
の
条
件
に
あ
っ
た
種
雄
牛
の
人
工

授
精
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
元
産
種
雄
牛
の
肉
質
な
ど
の
遺
伝

的
な
評
価
に
は
、
生
ま
れ
た
子
牛
の
体

形
や
体
格
だ
け
で
は
な
く
、
出
荷
さ
れ

た
肥
育
牛
の
枝
肉
成
績
も
参
考
と
な
る

こ
と
か
ら
、
肥
育
素も
と
う
し牛

と
し
て
の
地
元

保
留
を
推
進
し
ま
す
。

　

郡
市
和
牛
共
進
会
な
ど
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
雌
子
牛
が
、
そ
の
後
も
市

内
で
飼
育
さ
れ
る
よ
う
推
進
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
12
月
頃
に
選
抜
さ
れ
る
県

産
の
種
雄
牛
を
基
に
、
計
画
的
に
交
配

す
る
た
め
の
雌
牛
を
選
定
し
、
生
ま
れ

た
子
牛
の
中
か
ら
全
共
の
候
補
と
な
る

牛
を
選
抜
し
ま
す
。

　

生
ま
れ
て
直
後
の
飼
養
管
理
が
、
牛

の
成
長
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

か
ら
、
候
補
に
選
抜
さ
れ
た
牛
の
管
理

に
つ
い
て
、き
め
細
か
に
指
導
し
ま
す
。

宮崎県畜産共進会予選会での審査の様子
（平成 25 年７月都城地域家畜市場で開催）

　現在、都城農業高校３年
生で畜産を学んでいます。
畜産は手を掛けた分だけ、
結果となって帰ってくるこ
とが魅力です。家畜のえさ
やりなどの管理も難しいで
すが、高校卒業後は、進学
してより深く畜産を学びた
いです。将来は、父親や兄
と同じ和牛生産の道に進み
たいと考えています。

　７月に開催された宮崎県
畜産共進会予選会で、候補
に選ばれました。今後、県
代表を目指して、より厳し
く管理を徹底します。現在、
私は市和牛生産部会の会長
を務めていますが、市全体
のレベルアップも視野に入
れ、都城から全共チャンピ
オン牛が生まれるよう取り
組みを強化していきます。

平成24年10月開催の全共の出場区分
出品区分 評価する内容など

1区 県などが出品する雄牛（15～ 23カ月未満）

2区 若い雌牛（14～ 17カ月未満）

3区 若い雌牛（17～ 20カ月未満）

4区 雌牛のグループ（14カ月以上）

5区 子どもを3回以上生んだ雌牛のグループ

6区 母、娘、孫娘、三世代の改良評価

7区 同じ種雄牛を父に持つ雌牛と雄牛（枝肉）のグループ

8区 将来活躍が期待される種雄牛の子どもの肉質評価

9区 現在活躍する種雄牛の子どもの肉質評価

上
かみた

田　雄
ゆう

馬
ま
さん

（山之口町富吉）
小野　籍

ふみお

雄さん
（高崎町東

つま

霧島）

都城の農業のこれまでとこれから特 集
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生産から加工、販売まで一体的に行う農林水産業の６次産業化。この取り組みは、生産から加工、販売まで一体的に行う農林水産業の６次産業化。この取り組みは、
これまで野菜など加工用原料の生産だけを担っていた農業者や林業者などの役割これまで野菜など加工用原料の生産だけを担っていた農業者や林業者などの役割
を大きく変えます。を大きく変えます。
ここでは、農業の６次産業化とは何か、またそれに取り組むメリットなどを紹介ここでは、農業の６次産業化とは何か、またそれに取り組むメリットなどを紹介
します。します。

次
産
業
化
の
推
進
で

農
林
業
の
未
来
を
切
り
開
く
！

６

農
林
水
産
業
の
６
次
産
業
化

　

こ
れ
ま
で
、
農
林
漁
業
者
（
１
次
産

業
）
が
生
産
し
た
農
林
水
産
物
は
、
原

材
料
と
し
て
、加
工
業
者
（
２
次
産
業
）

が
仕
入
れ
、
そ
れ
を
加
工
し
、
小
売
業

者
（
３
次
産
業
）
が
販
売
す
る
流
れ
が

一
般
的
で
し
た
。

　

６
次
産
業
化
の
考
え
方
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
産
業
の
事
業
者
が
共
同
で
加
工
品

を
開
発
し
た
り
、
農
林
漁
業
者
や
そ
の

他
の
産
業
の
事
業
者
が
原
材
料
の
生
産

か
ら
販
売
ま
で
一
手
に
手
掛
け
た
り
す

る
も
の
で
す
。

な
ぜ
６
次
産
業
化
な
の
か

　

現
在
、
全
国
の
農
林
水
産
業
が
盛
ん

な
地
域
で
は
、
過
疎
化
や
高
齢
化
が
著

し
く
進
展
し
て
い
て
、
担
い
手
の
不
足

が
深
刻
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

新
た
な
雇
用
と
、
十
分
な
所
得
の
確
保

が
重
要
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

６
次
産
業
化
の
推
進
は
、
農
家
な
ど

の
経
営
規
模
の
拡
大
や
所
得
の
向
上
と

併
せ
て
、
新
た
な
雇
用
の
場
の
創
出
が

期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
再
生

と
活
性
化
の
切
り
札
と
し
て
、
大
き
な

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

６
次
産
業
化
に
向
け
た
国
の
動
き

　

平
成
23
年
３
月
、
農
林
業
や
水
産
業

が
盛
ん
な
地
域
で
生
産
さ
れ
る
野
菜
や

肉
、
魚
な
ど
を
活
用
し
て
、
加
工
や
販

売
と
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
も
う
か
る

農
林
水
産
業
の
実
現
を
目
指
す
六
次
産

業
化
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
農
林
漁
業
者
が
生
産

か
ら
加
工
、
販
売
ま
で
を
一
体
的
に
取

り
組
む
こ
と
で
経
営
規
模
を
拡
大
し
た

り
、
付
加
価
値
の
高
い
製
品
を
加
工
業

者
や
販
売
業
者
な
ど
と
共
同
で
開
発
し

て
販
売
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
新
た
な

産
業
と
雇
用
の
場
を
創
出
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
農
林
漁

業
の
振
興
が
図
ら
れ
、
食
料
自
給
率
の

向
上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
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総
合
化
事
業
計
画
の
認
定
制
度

　

こ
の
六
次
産
業
化
法
は
、
地
元
で
取

れ
た
農
林
水
産
物
を
地
元
で
活
用
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
地
産
地
消
法
と
併

せ
て
、
現
在
、「
六
次
産
業
化
・
地
産

地
消
法
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

基
づ
き
、
新
規
事
業
を
始
め
る
場
合
の

支
援
策
と
し
て
、
総
合
化
事
業
計
画
の

認
定
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
農
林
漁
業
者
な
ど
が

農
林
水
産
物
の
生
産
と
加
工
、
販
売
を

一
体
的
に
行
う
事
業
に
関
す
る
計
画
に

つ
い
て
国
が
認
定
す
る
も
の
で
、
平

成
25
年
６
月
末
日
現
在
、
全
国
で
１
、

４
９
６
件
、
う
ち
県
内
で
50
件
、
市
内

で
14
件
の
計
画
が
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
計
画
の
認
定
を
受
け
る
と
、
６

次
産
業
化
の
推
進
に
関
連
す
る
制
度
の

優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
た
り
、
施
設
整

備
の
補
助
事
業
に
取
り
組
め
た
り
す
る

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

都
城
の
農
業
の
特
徴
と
６
次
産
業
化

　

平
成
18
年
の
本
市
の
農
業
産
出
額

は
、
全
国
の
市
町
村
で
２
位
、
九
州
で

は
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
特
に
、
牛
、
豚
、
鶏
に
関
し
て
は
、

全
国
１
位
を
誇
り
ま
す
。
加
え
て
、
大

規
模
経
営
の
農
業
法
人
の
増
加
に
よ

り
、
カ
ン
シ
ョ
や
里
芋
、
ゴ
ボ
ウ
な
ど

が
、
特
に
多
く
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
に

は
、
焼
酎
や
乳
製

品
、
み
そ
・
し
ょ

う
ゆ
な
ど
の
発

酵
・
醸
造
技
術
を

持
つ
加
工
業
者

や
、
そ
の
他
の
食

品
加
工
業
者
も
数
多
く
存
在
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
特
徴
を
生
か
し
、
農
家
や

加
工
業
者
、
小
売
業
者
の
連
携
を
図
る

こ
と
で
、
農
林
畜
産
業
は
も
ち
ろ
ん
、

ひ
い
て
は
地
域
経
済
全
体
の
活
性
化
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

市
の
推
進
体
制

　

今
年
４
月
に
六
次
産
業
化
推
進
事
務

局
を
設
置
。
加
え
て
７
月
に
は
、
農
林

畜
産
業
者
や
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ

た
組
織
「
は
ば
た
け
都
城　

六
次
産
業

化
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
、
推
進
体

制
を
強
化
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
関
係
す
る
機
関
と
協
力
し

な
が
ら
、
意
欲
の
あ
る
農
林
畜
産
業
者

の
育
成
、農
林
畜
産
業
者
と
加
工
業
者
・

小
売
業
者
の
連
携
強
化
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
都
城
の
農
業

の
現
状
や
問
題
に
加
え
て
、
そ
れ
を

打
開
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　

確
か
に
、
日
本
の
農
業
は
、
高
齢

化
や
深
刻
な
担
い
手
不
足
な
ど
の
構

造
的
な
問
題
に
加
え
、
燃
料
や
飼
料
、

資
材
な
ど
の
高
止
ま
り
、
国
内
の
農

業
市
場
の
開
放
を
要
求
す
る
世
界
的

な
圧
力
の
高
ま
り
な
ど
の
影
響
か
ら
、

今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
農
業
生
産
の
現
場
で
は
、

そ
の
よ
う
な
厳
し
い
現
実
に
負
け
ま

い
と
、
畑
か
ん
営
農
の
推
進
や
、
全
国

和
牛
能
力
共
進
会
に
向
け
た
取
り
組

み
、
農
家
の
所
得
向
上
や
雇
用
の
場
の

創
出
を
目
的
と
し
た
６
次
産
業
化
の

取
り
組
み
な
ど
が
、
農
家
と
関
係
機
関

の
連
携
の
下
、
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
に
は
、
新
し
い
営
農
へ
の
挑

戦
や
技
術
の
練
磨
を
続
け
る
現
役
の

農
家
に
加
え
て
、
農
業
の
道
を
志
す

若
い
世
代
、
そ
し
て
、
農
業
に
魅
力

を
感
じ
、
そ
れ
ま
で
の
仕
事
を
辞
め

て
就
農
す
る
人
た
ち
も
い
て
、
都
城

の
農
業
の
明
る
く
、
そ
し
て
力
強
い

未
来
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　太陽の下で働く農業に魅力を
感じ、就農して 7 年目を迎えま
した。現在、農薬を使用しない
自然農法の実の大きなブルーベ
リーの栽培に取り組んでいます。
今後は、総合化事業計画の認定
を受け優遇措置を利用しながら、
ブルーベリー狩りが楽しめる観
光農園事業を柱に、ジャムやソ
フトクリーム、洋菓子などの加
工にも取り組みたいです。

　会社勤めを辞め、祖父が開墾
した平塚町にある果樹園を平
成 24 年に引き継ぎました。現
在、加工業者の協力を得ながら
ブルーベリー酢や、市内では珍
しいキクイモを使ったパウダー
やチップなどを開発し、販売し
ています。６次産業化には、製
品加工のアイデアも必要ですが、
加工業者など頼れるパートナー
の存在が大きいと感じています。

KIYANSE FARM 
( きやんせファーム )

大前　幸
こうすけ

祐さん
（高城町穂満坊）

松川果実園

松川　宗
むねよし

由さん
（栄町）

都
城
の
農
業
の

明
る
い
未
来
を
垣
間
見
る

都城の農業のこれまでとこれから特 集
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